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o 
写
真
は
、
四
十
年
八
月
完
成
以
来
、
南
北

平
援
市
街
地
を
結
ぶ
最
六
の
動
脈
と
し
て
利

開
閉
さ
れ
て
い
る
中
央
地
下
道
:
こ
れ
を
雨
心

に
海
岸
爵
仲
線
(
中
央
通
り
〉
が
翼
通
、
薬

野
県
道
か
ら
海
岸
ま
で
数
分
で
と
お
り
ぬ
け

ら
れ
、
交
通
と
経
済
に
大
き
な
役
割
を
梁
し

て
い
る
。

月1守1

国
鉄
東
海
道
線
に
よ
っ
て
二
分
さ
れ

る
南
北
ふ
た
つ
の
市
街
地
の
一
体
佑
を

は
か
る
ζ
と
は
、
平
塚
都
市
計
閣
の
大

き
な
設
題
で
す
。

東
海
道
線
が
同
開
通
し
た
の
は
明
治
二

十
年
で
す
が
、
ζ
の
問
題
が
と
く
に
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
区
画
整
理
が
進
ぷ
、
市
街
地
が
急

速
に
発
達
し
た
ζ
ム
十
革
の
閣
で
す
。

国
鉄
東
海
道
本
線
の
市
内
延
長
は
…
一
一

・
八
キ
口
〈
平
臨
時
駅
調
べ
〕
。
市
街
地

は、

ζ
の
鐙
埠
を
は
さ
ん
で
北
側
が
富

士
見
・
崇
欝
・
松
原
地
底
、
南
側
が
潜

一
・
花
水
の
一
一
地
区
に
分
れ
て
い
ま
す
。

一
ζ
れ
b
ふ
た
つ
の
市
街
地
の
連
絡
は
、

一
つ
い
長
近
ま
で
、
須
繕
踏
切
・
文
化
路

一
切
・
紡
績
第
一
・
第
一
一
踏
切
の
四
本
に

一
た
よ
ヲ
て
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
中

一
央
地
点
の
文
化
踏
切
り
は
、
当
時
備
員

一
=
γ
六
日
制
、
一
方
通
行
の
あ
か
ず
の
踏
切

り
と
な
り
、
し
ゃ
断
恩
数
一
日
二
百
一
一
一

十
鶴
、
開
閉
止
時
総
は
通
算
九
時
鴎
に
も

及
ん
で
い
ま
し
た
。
大
半
の
区
画
撃
由
閣

を
完
了
、
潟
南
随
一
と
い
わ
れ
る
道
路

織
を
も
つ
よ
ヨ
に
な
っ
た
平
田
聞
に
と
っ

て
、
と
れ
ら
薗
鉄
の
踏
切
り
は
、
最
大

の
〈
が
ん
V
と
な
ワ
で
い
た
の
で
す
。

昭
和
二
十
七
年
、
平
嫁
と
し
て
は
は

じ
め
て
の
立
体
交
震
工
事
が
、
文
佑
踏

切
の
増
凪
で
着
工
、
四
か
年
の
歳
万
を

か
け
、
題
鉄
石
市
双
方
か
ら
一
二
億
五
千

万
円
の
エ
貨
を
一
投
ス
し
て
¥
四
十
年
八

月
中
央
地
下
道
と
し
て
完
成
し
一
ま
し
た

煽
員
十
五
・
五
旧
制
、
延
長
二
一
混
一
四
十
七

回
州
、
四
五
部
勾
配
の
新
地
下
道
は
、
時

速
五
十
キ
ロ
で
一
日
一
一
千
台
の
車
が
と

お
れ
る
ほ
か
、
二
本
の
安
全
な
語
道
も

あ
っ
て
、
当
時
m
E交
通
事
情
を
一
変
し

ま
し
た
。
中
央
地
下
道
の
完
成
に
続
い
て
都
市

計
画
議
は
、
協
和
四
十
年
八
街
路
計
間
酬

の
一
部
号
変
更
八
幡
須
賀
線
@
紡
績

第
一
踏
切
、
第
二
踏
切
に
も
順
次
立

体
交
浸
工
事
告
行
な
5
Vと
発
表
し
ま

し
た
υ

中
央
地
下
道
を
含
め
、

ζ
れ
ら

四
本
の
立
体
安
差
が
完
成
す
る
と
南
北

市
街
地
の
一
体
化
は
、
完
全
に
連
成
さ

れ
る
と
と
に
な
り
ま
す
が
、
工
事
援
を

ぎ
っ
と
見
積
っ
て
も
十
数
億
円
を
必
要

と
し
、
難
問
題
で
あ
る
ζ
と
は
た
し
か

で
す
。平
塚
市
第
一
一
の
立
体
交
差
〈
八
綴
須

賀
線
V
は
、
四
十
四
年
度
完
成
争
目
標

に、

ζ
よ
し
か
ら
本
格
的
な
ヱ
事
に
は

い
り
ま
す
。
総
工
費
五
銭
八
千
=
吉
田
十

五
万
円
、
留
が
一
一
一
一
億
四
千
万
円
、
市
が

一
億
七
子
四
百
万
円
、
同
国
鉄
が
六
千
七

百
万
円
を
分
担
し
、
計
画
栢
幅
員
は
二
十

一
・
五
M
M
、
延
長
一
一
百
八
十
回
統
で
、

中
央
地
下
道
よ

ρ
穴
規
模
。
自
車
線
の

車
道
で
一
日
一
万
五
千
台
@
串
が
六
千

キ
ロ
で
と
お
れ
る
ほ
か
、
自
転
車
や
耕

う
ん
機
専
用
の
設
遼
車
道
と
歩
道
堂
備

え
、
ヱ
楽
団
地
と
二
本
の
国
道
を
連
絡

す
る
産
業
道
路
と
し
て
設
計
し
て
あ
り

ま
す
。紡
績
踏
切
り
は
、
八
鰭
須
賀
線
が
完

成
す
る
扇
十
四
年
度
以
後
の
着
工
と
な

り
ま
す
が
、
と
に
か
く
、
南
北
市
街
地

一
体
化

D
計
一
回
は
、
今
後
年
を
追
っ
て

世
帯
現
の
は
亡
び
と
な
り
ま
し
ょ
ヨ
。
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神
奈
川
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
老
中
心
に
、
九
月
一
一
十
日
ま
で
、
余
個
照
的
に
安
全
運
転
励
行
運
動
が

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
十
月
一
一
品
…
一
日
か
ら
は
、
全
額
交
通
安
全
潔
動
部
講
を
あ
け
ま
す
。
と
の
問

中
巾
は
、
と
れ
ら
ふ
た
つ
の
選
動
に
積
極
的
に
潟
入
れ
を
す
る
の
を
は
じ
め
、
最
新
型
の
一
一
台
密
の
救
怒
車

誉
総
入
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
安
全
額
設
を
議
備
し
、
十
月
十
二
日
に
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
に
凶
十
二
日
時

度
交
溜
安
全
市
民
大
会
を

υら
い
て
、
表
通
安
全
に
対
す
る
市
町
民
の
顔
い
を
結
集
す
る
割
問
で
す
。

ζ
の

ほ
か
、
建
設
省
と
燕
は
平
塚
駅
前
受
懇
点
な
ど
市
内
の
国
道
と
照
選
数
か
所
に
犠
街
接
選
橋
を
つ
付
る
告

闘
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
交
遜
安
全
へ
の
市
由
民
の
酷
闘
い
そ
度
映
し
て
、
相
次
ぐ
対
策
が
唱
者
穏
に
5
つ
さ
れ
つ

t
A

島
町
日
ま
す
。

教脊栂談

務少年相

霊祭鹿児童震格談

発明考案{特許}

税務ど経営相談

へ謬繁一前各所
伶又務

夕陽ケE圭母子望書

露盟 9丹271"1 富士見公炭鉱

諏訪町会結花水町内会館

豊富時鶴 9時30分 -16時ま
で市役所や銀行に遼い

方のために

納税窓口がお近くへ

殴定資産税・都市計額税務3鎖骨



こ
の
震
は
、
一
ニ
千
五

百
万
円
か
け
て
、
高
浜

台
の
湘
南
海
岸
公
闘
に

ブ
i
ル
を
三
つ
つ
く
っ

+
勾
オ
ー
プ
ン
し
た
の

は
七
月
一
日
で
、
八
月

末
ま
で
の
ニ
か
月
間
開
閉

場
し
た
nu

M
A

営
の
も
の
で
ζ
れ

だ
け
奨
し
い
ブ
!
ん
を

持
っ
て
い
る
の
は
県
下

で
は
少
な
い
よ
う
だ
。

し
か
も
お
と
な
回
十
円

ζ
ど
も
十
円
と
い
う
き

わ
め
て
安
い
入
場
結
で

市
民
サ
ー
ビ
ス
が
で
き

た
の
は
市
民
の
幸
せ
と

い
う
も
の
だ
ろ
v

コ
。
入

場
人
員
は
十
五
万
人
、

一

日

九

千

人

醐

宇
ご
え
た
B

醐

も

あ

っ

て

一

理

、

日
盛
況
で
あ
っ
た
d

と
ζ
ろ
が
制
金
が
め

っ
ぽ
5
安
い
か
ら
、
あ
が
D
か
少
な
ζ
、

運
蛍
員
が
斜
A

誌
で
ま
か
な
え
な
い
‘
お
そ

ら
く
、
百
五
十
万
円
く
ら
い
の
赤
字
が
で

そ
5
で
あ
る
、
と
係
は
頭
を
か
か
え
て
い

る
υプ

ん
に
つ
い
て
市
民
の
障
を
き
く
と

朝
十
時
の
務
援
は
お
そ
す
ぎ
る
か
ら
九
時

に
し
て
も
ら
い
た
い
h

間
開
場
時
閣
を
蕊

長
し
て
欲
し
い
、
特
M
L
勤
労
者
の
た
め
の

夜
間
間
関
摘
閣
を
し
て
く
れ
、
龍
域
ケ
弐
フ
i

ん
は
施
設
は
古
い
が
砂
浪
が
あ
れ
U

、
し
か

も
禅
の
見
交
る
の
が
大
吉
な
磁
力
だ
か
ら

、
ぜ
ひ
存
続
し
て
散
し
い
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
の
意
見
が
よ
せ
ら
れ
た
。
と
れ
ら
は
‘
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十
五
才
以
上
の
お
年
寄
り
の
犠
議
診
査
も
九
月
一
日

か
ら
三
十
日
ま
で
の
簡
に
行
な

5ζ
と
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
長
読
さ
の
た
め
に
ぜ
ひ
毛
れ
な
く
受
訴
さ

れ
る
よ
ヨ
お
す
す
め
す
る
。
老
人
補
祉
法
が
判
制
定
さ

れ
、
老
人
福
祉
に
つ
い
て
閣
も
自
治
体
も
カ
と
ぶ
壱

入
れ
て
き
た
が
‘
本
市
で
ネ
老
人
憩
い
の
場
を
含
め

た
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
計
留
を
で
者
る
だ
け
串
自

に
か
ふ
り
た
い
と
考
え
て
い
る
3

九
河
中
に
は
社
会

憎
間
社
還
を
出
臨
し
て
‘
社
会
福
祉
の
仕
事
の
現
況
を
市

自
た
知
っ
て
も
ら
い
、
正
し
い
潔
解
と
協
力
と
苧
待

た
い
と
考
え
て
い
る
。

八
月
も
お
わ
り
に
近
く
‘
市
役
所
に
勤
め
て
い
る

職
員
会
員
に
「
広
隠
メ
モ
」
用
紙
を
も
れ
な
く
配
布

し
た
。市
の
職
員
の
数
が
ふ
え
、
機
構
が
複
雑
に
な
り
細

か
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
仕
事
が
専
開
化
し
て
自

分
の
受
狩
つ
仕
事
以
外
の
仕
事
が
ど
う
し
て
も
無
関

×
 

九
月
十
五
日
は
国
民
の
説
呂
「
敬
老
の
日
い
。

そ
ζ一
で
九
四
月
十
三
日
に
喜
怒
を
む
か
え
た
方
や
包
金

婚
式
を
む
か
え
た
方
町
年
五
百
人
、
市
民
セ
ン
タ
ー

に
お
招
き
し
て
一
私
か
ら
お
祝
い
の
言
襲
壱
お
く
り
、

敬
老
金
や
長
寿
の
記
念
昂
を
さ
し
あ
げ
た
り
、
演
芸

な
ど
も
み
て
い
た
だ
い
て
一
日
を
愉
し
く
お
く
つ
て

も
ム
ザ
ヨ
準
犠
告
す
す
め
て
い
る
Fν

九
十
人
才
以
上
の
お
年
寄
り
は
四
十
八
名
、
そ
の
ヨ

ち
一
一
}
十
九
名
は
お
ば
あ
さ
ん
で
あ
る
。
お
ぢ
い
ん
さ

も
長
生
き
競
容
t
L
ま
け
ぬ
よ
う
頑
強
っ
て
も
ら
い
た

い
も
の
だ
u

最
高
告
の
庁
は
、
労
で
は
九
寸
五
才
の

清
水
小
次
郎
(
中
き
さ
ん
、
女
で
は
九
十
↑
ぎ
の

今
村
す
い
(
立
野
町
)
き
ん
で
ζ
の
点
で
も
お
ち
い

さ
ん
は
魚

ηで
す
ね
。

老
人
ク
ラ
ブ
も
填
在
七
十
朗
体
(
七
0
0
0
人
)

結
成
さ
れ
玄
吃
れ
ぞ
れ
活
動
さ
れ
て
い
る
が
各
ク
ラ

ブ
に
は
一
万
八
千
円
の
繕
勧
金
を
だ
し
て
い
る
J

六

心
に
な
り
易
く
、
行
政
の
方
向
も
見
失
な
い
が
ち
に

な
っ
て
く
る
J

そ
と
で
係
や
課
の
立
場
か
ら
市
役
所

の
立
場
で
‘
市
民
の
声
を
さ
く
と
い
う
盗
勢
を
つ
く

り
だ
す
ζ
と
が
明
世
話
さ
れ
て
く
る
U

と
れ
に
こ
た
え

る
一
つ
の
方
法
と
し
て
祢
あ
た
ら
し
く
「
広
総
メ
モ

制
度
」
れ
で
渓
用
す
る
と
と
ぷ
な
っ
た
の
で
あ
る
。

今
ま
で
も
き
め
の
と
ま
か
な
広
穏
と
い
5ζ
と
で

広
聡
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
や
‘
ア
イ
デ
ア
ボ
ッ
ク
ス

の
設
霞
ゃ
い
ろ
い
ろ
広
聴
手
段
を
と
っ
て
き
た
】
と

ん
ど
の
広
聡
メ
モ
制
度
は
、

ζ
ま
か
い
市
民
の
呂
常

の
馬
両
屈
を
処
理
し
て
い
く
た
め
の
も
の
で
、
い
わ
ば

「
ミ
ニ
広
穏
」
だ
ο

引
也
は
、
市
民
の
苦
情
処
理
の
上
か
ら
も
延
い
て
は

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
ζ
の
制
度
に
期
待
を

か
け
、
三
日
坊
主
に
な
ら
ぬ
よ
う
会
職
員
の
協
刀
を

切
望
し
て
や
ま
な
い
c(
昭
和
四
十
一
一
年
九
月
一
民
〉

(3) 

叩，，，，…m何回"".…

口

書月間際からの位会場で

すでに 900

ト

の

{連絡先(22)17告書/議管務務廃へ}

住宅地で、主婦の声を開〈広懸パト口一Jレ町ふだん潜

とふだんのことはで、すでに90 0件をこす声か聖書せ
られているつ

['l'塚市滋撃事審議餐員会〕



(4) 

少年'1、女大会

中か少猪

定者童詩
主主大兎民年
で会〉会
、は主議
、健所
/1. 
月

権
威
あ
る
審
査
疋
、
マ
日
展
審
査
中
村
書
、
マ
一
一
番
壁
、
暴
露
人
巷
中
心
と
ず

洋
箇
家
宮
永
岳
彦
、
マ
武
蔵
野
美
術
一
一
る
結
核
亨
訪
遵
誌
の
促
進
、
@
乳
幼
児

員

の

顔

ぶ

れ

大

教

授

重

量

。

一

一

に

対

す

る

B
C
G接
種
の
普
及
徹
底
、

今
年
度
の
竹
飾
り
コ
ン
ク
ー
ル
審
門
夜
景
M
マ
東
電
平
塚
営
業
所
叡
稽
一
一
⑪
成
人
一
麗
に
対
す
る
健
康
診
断
の
普
及

護
員
次
の
と
お
り
p

(

敬
称
略
)
。
課
長
磯
崎
昭
次
、
マ
作
家
鹿
島
章
一
二
一
議
底
、
④
結
核
患
者
に
対
す
る
完
全
治

門
金
市
M
マ
シ
ナ
リ
オ
・
ラ
イ
タ
ー
マ
観
光
協
会
理
事
長
高
瀬
慎
吾

bv
一
一
療
の
奨
励
な
ど
四
項
目
。

猪
俣
勝
人
‘
マ
日
展
審
査
員
大
久
保
作
家
戸
川
貞
雄
、
現
代
美
術
協
会
会
一
一
結
核
対
策
は
糠
次
改
善
効
果
を
あ
げ

婦
久
子
、
マ
議
術
員
会
員
沢
田
政
広
員
古
川
拍
問
、
マ
揮
官
澗
師
会
会
国
岡
本
荘
魁
一
一
つ
つ
あ
り
ま
す
が
‘
高
年
令
官
閣
や
銭
所

マ
日
本
テ
レ
ピ
C
M議
長
椛
橋
爵
マ
漫
画
家
森
路
肩
口
志
、
マ
経
営
コ
ン
一
一
得
者
簡
な
ど
、
結
核
対
策
が
ゆ
き
わ
た

マ
ト
ッ
パ
ン
印
刷
営
桑
寧
部
長
鈴
木
サ
ル
タ
ン
ト
和
白
茂
っ
一
一
り
に
く
い
隠
震
や
地
域
に
、
患
者
が
属

一

一

一

1
1
1
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
l

一
在
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

一
和
が
ん
一
れ
、
進
歩
の
あ
と
が
認
め
ら
一
見
た
は
あ
い
の
熔
踏
を
考
え
る
べ
き
一
発
展
さ
せ
て
し
く
た
坦
に
主

J
d
E
一

一

竹
飾
り
は
全
一
れ
乏
し
か
し
佐
官
に
は
新
し
い
一
だ
o
望

書

の

一

塁

効

果

ぞ

一

に

多

数

の

コ

ン

ク

ー

ル

参

加

が

の

ぞ

一

則

的

自

か

ら

結

が

諮

問

M
M
U批
判

町

長

一

軒

町

泣

い

計

十

問

詰

い

わ

い

日

引

に

刊

誌

一

吋

刊

誌

訂

正

り

は

自

主

む

引

い

ク

1
4体
的
に
す
ば
一
核
予
防
週
間
一
話
一
内
法
制
守
ζ

喜一

一

ぬ

け

た

ア

イ

デ

ア

に

乏

し

く

、

照

明

一

一

一

個

一

z

一
厚
生
省
と
日
本
医
廓
会
、
巣
市
な
ど
一
〈
間
早
期
発
扇
V
と
A
廷
し
い
治
療
で
一

言

、

4

3
、

ノ

二

?

主

4
F
ま

ヰ

串

砂

一

に

ア

ク

セ

ン

ト

苦

か

っ

た

。

室

、

!

一

一

子

治

ら

¢

遺

影

業

を

一

面

て

る

だ

け

の

量

的

な

照

明

石

一

語

戸

告

別

紅

一

一

諸

島

粧

品

計

一

-

d

1

1

J

ご
J
J
て
ご

J

、

‘

一

絡

が

な

く

、

涼

時

に

欠

付

る

留

が

感

一

一

一

~

、

一

行

な

わ

れ

ま

す

o
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7
ご，

ア
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セ
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一

一

ベ

く

多

く

存

続

り

に

賄

事

警

一

一

位

に

一

一

一

十

万

円

一

F

さ
れ
た
。
さ
ら
に
飛
縫
を
期
す
る
た
一
、

ζ
れ
が
見
る
者
に
好
感
を
与
え
る
一
利
射
に
よ
っ
て
涼
障
の
一
効
果
ぞ
高
め
一
つ
け
践
活
の
特
急
を
砲
し
な
が
ら
忌
一

a

J

一

め
に
は
・
皇
室
従
業
員
が
楽
し
一

ζ
と
に
若
立
芝
、
七
夕
ま
っ
一
る
必
要
も
あ
る
ο
例

年

の

と

と

な

が

一

並

み

を

そ

ろ

え

た

作

品

壱

出

品

し

て

一

自

治

関

年

懸

賞

論

文

を

募

集

一

ん

で

作

る

よ

う

な

も

の

に

す

べ

き

で

一

り

は

夏

の

ま

つ

り

だ

か

ら

‘

音

響

の

一

ら

ス

質

に

値

す

る

よ

う

な

作

品

な

の

一

ほ

し

い

も

の

。

ま

た

中

央

の

大

き

な

一

一

観
麟
麟
麟
離
機
麟
一
一
に
コ
ン
ク
ー
ル
に
品
世
間
出
し
な
い
も
の
一
樹
脂
で
竹
締
り
が
な
い
の
が
あ
っ
た
一
自
治
省
と
全
国
市
長
会
な
ど
が
中
心
一
年
壱
記
念
す
る
懸
賞
論
文
を
募
集
し
て
一

撃
議
麟
寵
一
一
車
道
あ
っ
た
。
七
夕
ま
つ
り
壱
一
が
来
年
か
ら
ぜ
ひ
協
力
が
ほ
し
い
。
一
に
な
っ
て
、
地
方
自
治
法
施
行
二
十
筋
一
三

4
?職
業
・
蓄
な
ど
を
一

議

鰻

臨

難

題

ん

…

一

|
I
l
l
i
-
-
j
i
1
1
1
1
1
1
l
i
i
l
i
l
i
-
-
i

一
と
わ
ず
、
広
く
一
般
か
ら
公
募
す
る
も
一

欝

嬢

騒

騒

綴

額

縁

組

一

醐

軍

事

事

醐

輔

、

h

向

車

酔

ザ

瞳

盟

百

で

テ

!

?

は

〈

あ

す

の

地

方

也

事

一

轟

轟

纏

瀦

ト

…

一

岡

、

事

瀦

灘

署

暗

暗

闇

醐

!

醐

見

払

寵

蕗

臨

時

一

一

麟

麟

鱗

欝

山

一

一

d
J
耕
型
事
監

F
b
J
J
d謹
轟

事

一

章

一

一

十

日

吾

、

次

の

嬰

識

で

広

一

輯

輔

麟

麟

鱒

鶴

醐

冥

一

一

g

喝

句

6

2

g

d

一

募

し

て

く

だ

さ

に

一

覇

欝

韓

明

一

一

位

向

鳩

山

一

器

地

一

単

一

ず

連

続

優

勝

一

マ

れ

れ

れ

辞

M

M

H

F
一

懇
嬢
瀦
機
緩
灘
綴
鱒
ま
悶
間
一
一
:

;

i

i

j

i

l

l

:

一
も
の
で
渇
れ
ば
、
自
治
全
般
で
も
、
一

欝

議

鱗

器

一

一

欝

撃

議

議

室

欝

襲

撃

欝

畿

一

時

十

釘

い

わ

れ

詰

一

都

道

府

県

や

市

町

村

の

組

織

・

機

能

一

撃

襲

撃

欝

度

銃

一

一

襲

撃

セ

に

ケ

議

誠

意

義

磁

貌

撃

襲

撃

君

一

一

色

・

財

政

憲

論

ず

る

も

の

で

も

一

覇

鱗

覇

年

1

一

一

議

¥

い

襲

ι
議

議

議

一

@

京

地

区

、

量

産

、

マ

喜

一

襲

撃

平

方

に

お

け

る

諸

行

一

欝

欝

轟

盤

2
一

一

審

欝

襲

撃

島

譲

欝

戸

士

一

車

①

富

土

児

童

、

②

中

原

孝

一

一

欝
欝
舞
鶴
額
調

s

一

線

機

縁

酪

蹟

欝

穣

欝

議

離

議

調

整

議

警

護

緩

繁

一

一

政

を

論

ず

る

も

の

で

も

よ

い

c

一

欝

鶴

雛

欝

韻

麟

鑑

一

一

機

畿

鶏

灘

績

額

灘

機

畿

鱗

ー

木

機

滋

議

簿

類

縁

議

議

常

山

一

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

心

中

際

地

区

、

③

富

一

一

磁

器

額

獲

線

鶴

溜

語

一

一

機

畿

幾

畿

綴

鱗

線

機

織

鱗

磯

鱗

線

級

縁

談

畿

綴

滋

線

機

数

議

耕

一

一

一

マ

間

出

漁

a

四
百
字
づ
め
駁
稿
用
紙
一
一
一
十
一

覇

寵

襲

撃

麓

聾

霊

'

議

漆

議

議

議

滋

議

議

緩

い

際

援

援

護

畿

幾

¥

?

一

害

時

地

区

.
V
ハ

ド

ミ

ン

ト

ン

①

一

崇

一

一

i
i
i
i
i
f
一
綴
議
騒
騒
警
護
雪
観
鱗
齢
欝
欝
警
ー
一
替
地
区
、
②
神
旧
費
、
マ
テ
ニ
ス
一
枚
以
内
、
だ
れ
で
も
量
で
き
る
。
一

は
八
幡
地
区
の
ア
ア
イ
タ

iズ
A
チ

i
一

総

輸

輔

欝

議

議

室

麟

麟

暢

鞠

纏

饗

M

一
男
子
中
島
・
矢
野
組
合

iン
ク
ラ
一
氏
名
、
住
所
、
生
年
官
、
職
業
(
勤
一

ム
で
し
た
ω

一

輪

輯

麟

麟

藤

監

議

離

麟

額

錦

繍

機

月

一

プ

)

、

事

中

川

・

平

田

組

(

ず

一

務

2
2課名
、
器
、
在
一

平

塚

ラ

イ

オ

ン

ズ

ク

ラ

ブ

(

理

事

長

議

輔

副

鶴

醗

議

踏

襲

謡

館

襲

警

彰

警

一

一

学

中

の

人

は

学

校

名

・

学

部

・

学

年

〉

一

一
議
翻
踊
菌
襲
舗
猶
磁
内
議
翻
醸
際
機
欝
議
線
機
積
一
!
ン
ク
ラ
ブ
V

、

マ

空

宇

型

片

章

一

一

松
よ
源
治
氏
〕
の
初
企
抽
出
、
第
一
間
同
少
一
線
線
灘
緬
遡
簿
議
繍
繍
灘
繍
臨
機
騒
錨
蝿
踊
器
棚
懇
鱒
鱗
磯
潟
市
一
一
を
明
記
の
ζ
と

。

一

一
綴
畿
緩
綴
綴
綴
綴
緩
綴
機
織
繍
醐
鱗
綴
畿
瀦
翻
蕩
灘
鶏
緩
懇
談
郎
勲
町
一
君
(
一
一
一
議
樹
鰯
)
、
関
川
紹
字
国
中
勉
一
一

年
少
女
水
泳
大
室
、
八
月
八
日
室
。

b

量

一

義

襲

撃

襲

撃

重

一

容

(

童

館

)

一

マ

応

募

・

斉

一

一

一

十

自

ま

で

に

東

京

都

一

中
学
校
プ
i
ル
に
一
一
塁
去
を
ど
一
室
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
市
教
委
烹
健
一
と
富
士
局
地
区
、
大
会
タ
イ
記
録
は
盛
一
門
大
会
新
記
録
?
望
日
一
千
代
田
区
震
が
騎
手
回
一
番
一
等

も
た
ち
を
豊
百
ら
か
れ
ま
し
た
ω

一
の
第
十
六
図
書
総
合
体
胃
大
会
開
一
志
富
妻
、
邸
時
ふ
く
子
え
の
一
マ
聖
書
記
長
重
(
量
一
選
言
明
日
房
文
一
審
広
報
課
あ
て
応

大
会
は
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
該
館
隊
員
一
七
月
一
一
平
日
か
ら
四
富
市
内
事
会
一
一
一
名
で
‘
今
大
会
は
撃
か
し
い
成
績
一

2
)
、
マ
男
子
手
M
内
書
室
欝
の
こ
と
、
郵
送
の
と
き
は
〈
二
十

奏
で
に
ぎ
や
か
に
開
幕
、
小
学
生
の
ピ
一
君
、
空
・
霊
・
射
撃
占
転
車
一
霊
め
ま
し
た

4
警
の
成
績
章
一

3
a
p
o
)
、
マ
八
雲
リ
レ
一
周
年
記
念
懸
賞
論
文
章
V
と
朱
書

l
ト
リ
レ
1
.
中
学
生
の
地
底
別
ワ
レ
一
な
ど
十
六
種
目
の
熱
戦
を
展
開
、
約
四
一
録
は
次
の
と
お
り
:
・
・
一
一
当
日
消
印
ま
で
受
付
行
。

一

一

一

i
港
地
区

(
1
分
収
秒
。
)
、
マ
組
一

1
・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
ゃ
、
大
一
千
人
の
選
字
が
参
加
し
て
わ
ざ
を
主
主
位
優
勝
守
軟
式
野
球
①
章
一
丸
投
木
量
望
日
母
、

v一円
V
審
査
員
・
朝
日
新
関
論
説
委
員
浜
崎

野
中
水
泳
部
の
模
範
菜
、
す
い
か
割
一
ま
し
た
o
対
戦
成
績
は
、
選
手
商
の
厚
一
区
、
②
大
野
地
区
、
選
よ
競
技
①
一
量
投
木
島
糠
郎
君
(
波
川
沿
)
マ
一
郎
雄
氏
・
一
橋
大
学
教
雪
上
署

り
な
ど
多
警
ブ
ロ
グ
一
7
Aで
一
日
を
一
い
出
耐
震
が
、
監
に
続
い
て
総
合
軍
一
港
地
区
、
②
富
士
見
地
区
、
マ
パ
ス
一
女
子
書
銚
横
山
登
撃
さ
ん
?
一
氏
、
自
治
事
務
次
官
柴
田
議
氏
、

一
勝
重
げ
た
の
を
は
じ
め
‘
陸
上
で
山
一
ケ
グ
ト
ボ
i
告

葉

費

量

一

話

)

一

全

国

知

事

会

長

義

襲

根

氏

、

地

方

ぜ
リ
レ
ー
で
は
男
子
一
よ
呉
来
君
、
内
滋
清
忠
君
・
八
百
M
リ
一
地
区
、
マ
軟
式
庭
球
②
港
地
区
、
②
一
門
大
会
タ
イ
記
録
〕
日
間
出
よ
H

一
職
員
共
済
組
合
理
事
長
獄
図
録
氏

中
原
チ
i
ム
が
一
レ
走
塁
、
木
島
覇
者
横
川
喜
一
露
地
区
、

γ葬
送
①
神
田
地
区
②
一
マ
男
子
八
百
議
図
書

(
2分
5
一
マ
入
選
・
一
位
一
点
一
一
一
十
万
円
、
一
一
位

・
市
長
貨
を
獲
一
子
4
H

ん
ら
が
六
種
[
国
に
大
会
新
記
録
を
一
富
士
見
地
底
、
マ
総
選
@
潜
地
ぽ
@
一
秒
5
)
、
マ
京
子
六
十
目
的
川
出
縄
ふ
く
一
一
点
十
五
万
一
円
、
一
一
夜
一
点
五
万
一
円

掘
作
品
し
ま
し
た
o
準
義
勝
は
中
源
地
区
一
花
水
抱
ぽ
、
マ
射
撃
。
花
水
地
区
②
一
子
さ
ん
(
呂
秒
4
)
O

一
佳
作
一
一
疋
各
一
方
向
、
発
表
十
一
月

七
夕
ま
つ
り
が
終
っ
て
二
か
月
、
五
日
照
二
百
三
十
五
万
人
の
人
出
の
記
録
を
は
じ
め
と
し
て
、
こ
と
し
の
七
夕
は
‘
数
多
く
の
議
題
と

教
訓
削
を
残
し
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
竹
飾
り
コ
ン
ク
ー
ル
全
市
の
部
で
、
七
年
間
同
王
座
に
あ
っ
た
滝
口
カ
バ
ン
慣
が
、
八
年
間
固
に
、
少
謹
で

志
沢
ヂ
バ
ト
に
脇
村
選
を
ゆ
す
っ
た
波
紋
は
、
多
く
の
人
た
ち
の
簡
に
評
判
を
呼
び
ま
し
た
。

ζ
と
し
の
竹
銃
り
コ
ン
ク
ー
ル
は
出
口
間
三
吉

九
十
点
、

ζ
れ
を
、
一
一
世
田
六
人
に
の
ぼ
る
審
査
員
が
部
門
別
に
わ
か
れ
て
接
点
‘
既
報
の
ス
費
者
ぞ
決
定
し
た
も
の
で
す
が
、
と
の
議
衰
の

う
ち
2

全
市
コ
ン
ク
ー
ル
と
夜
掻
コ
ン
ク
i
ル
の
講
評
は
、
と
く
に
来
年
の
次
臨
七
夕
で
考
え
る
べ
き
い
く
つ
か
位
凪
壱
指
摘
し
て
い
ま

す。

h

h

v

砂

a

e

-

-

!

F

-

P

‘

-
-
z

1

1

句

史

聾

/

J

F
事
霊
感
ず
戸

戸

、

事

副

都

/

』

車

-AJ輔
事
増
車
蓋
…
弘
司

第 191号

~ 

提粥展・嘩i華麗・生花展・民芸毘・写真展

盤景展・輔意時展・人器廃・韓製展開幕

( 9時 17時見附合体育蒔‘ 5臼まで)

雪愛繭品展(9時 -17時市民センター展示場 5aまで〉
聾曹発罰金(18時市民センタ 〕

こども審議会(12時 30分卜合唱尭理会(15時 30分)

毘踊尭塑会(18時、いずれも市民センタ 〕

俳句会〈同時島普公民髄)

洋舞暗雲録会(15時} 揖詩韓嘩大会(1，持'各市民センタ ) 

音曜研究会(12時四分) 弗車尭盟会{15時?
時時時韓士会(18時 いずれも市民センター〕

姐盟会(四時から市内文L学歓歩をかねて)

すl/:明会

白盟茶会(10時撰宅事公民錯)

轟轟轟塁富市民…ん丹出品をお持ち
します.

瞳曲調・作品点散など自由臨写真・由轟.'"

つ慣り町作品に躍る・醐縄入・日月 1回目時一

四時気間合体育歯肉の会構へ

272 

錨
御
悪
キ
一
ブ

i
ズ
優
勝

水
泳
は
岡
崎t
と
東
中
原
チ
ー
ム

自



第 191号(第3種郵便ー物認可〕

放水ノι 自白みかげた""1こ水の柱が主主る

昭和 42年 9月訪日(5) 

重宕

奪主
義3
防雪
潔い

警暴
翠農
芸襲
裏{ミ

ii 
霊長
海韓

議毒

事長
ζF 

w 

九
月
一
日
午
前
五
時
、
ま
だ
ね
む
っ
た
ま

ふ
の
ま
ち
に
、
庁
舎
四
十
抗
議
機
上
の
サ
イ

レ
ン
が
時
り
、
叫
肘
肝
何
時
特
L
」
各
問
問
問
削
分
間
山
か
ら

コ
一
十
山
口
の
消
防
車
が
い
っ
せ
い
に
出
動
‘
児

約
町
と
立
野
町
一
帯
に
損
絡
し
ま
し
た
υ

消
防
本
部
が
防
災
の
自
に
発
動
し
た
践
の

防
災
演
ぎ
で

A
伎
宅
開
箆
地
域
に
火
炎
N
r
多

党
ロ
最
悪
の
状
態
V
と
い
う
想
定
に
も
と
ず
さ

霊
灯
が
不
起
草
吹
く
七
か
所
で
消
火

活
動
壱
展
開
、
そ
の
盛
徐
々
に
求
ほ
し
て
海

岸
南
仲
線
(
中
ー
一
央
通
り
)
に
紙
一
焼
ぞ
く
い
と

め
る
初
ぎ
ょ
線
を
し
き
、
道
践
い
っ
ぱ
い
に

民
世
帯
壱
張
っ
て
火
勢
の
鎮
圧
ぞ
は
か
っ
た
も

の。
訪
災
対
策
本
部
長
で
あ
る
加
藤
市
長
は
、

鈴
木
助
役
・
山
中
消
防
長
。
平
塚
警
察
署
長

ら
と
演
習
状
況
を
巡
視
、
最
後
に
、
崇
替
小

学
校
に
消
防
部
隊
ぞ
あ
つ
め
《
市
民
の
生
命

田
町
蔑
を
守

D
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め
h

今

後
芯
ら
に
精
励
し
て
ほ
し
い
》
よ
叫
訓
示
し
ま

し
た
心ま
つ
く
ら
な
な
か
に
箆
崩
し
ゃ
ん
消
防
演
援

に
、
付
む
の
人
々
は
ね
む
り
を
さ
ま
さ
れ
、

夜
が
白
々
と
あ
げ
る
こ
ろ
、
海
岸
南
仲
線
の

渉
道
に
は
い
っ
ぱ
い
の
毘
物
人
が
み
ら
れ
、

道
路
に
は
話
雨
の
あ
と
の
よ
う
な
水
源
が
で

き
て
い
ま
し
た
3

るす転回ど、な
-
も

る

時

酎

社

会

警

察

室

し

た

援

の

市

民

灯
始
一
文
芸
は
五
泊
一
二
十
一
点
の
応
募
が
あ
っ

路
均
一
て
語
、
俳
句
は
石
井
慎
重
注
敬

、
ン
一
は
島
神
秋
箇
氏
、
川
柳
は
荻
原
愛
絵
氏

る
ポ
一

ま
て
一
の
選
で
次
の
入
選
者
が
き
ま
り
ま
し

と

き

一

た

。

(

敬

称

略

〉

て
起
一

き
が
一
門
俳
句
M

s
応
募
数
二
百
六
十
六
匂

て
声
一

っ
け
一
心
明
り
易
し
期
間
流
帯
の
如
く
凪
ぎ

定

が

一

松

岡

出

町

s

柴
田
湘
風

川
虻
一
③
駅
欽
ス
イ
ッ
チ
耳
元
で
切
れ
明
量

レ

な

一

き

片

砲

a

渋
谷
宏
夫

一
日
郡
一

3
捨
扶
持
の
十
年
余
り
疲
…
出
扇

数
日
附
気
付
a

荒
木
三
太

第
一
一
回
青
年
文
化

祭
ひ
ら
く

市
主
俸
の
第
二
翻
青
年
文
化
祭
は
‘

八
月
二
十
日
包
民
セ
ン
タ
ー
号
第
一
会

場
(
青
年
文
佑
活
動
の
発
表
〉
‘
崇
善

公
民
館
警
務
ニ
会
晴
樹
(
美
術
展
)
と
し

て
間
開
催
し
ま
し
た
。



(6) 

民
生
部
市
民
課
で

A
仲
間
治
学
校

V
の
参
加
者
ぞ
募
集
し
て
い
ま
す
G

生
語
学
校
は
‘
新
生
運
動
協
会
が

婦
人
、
と
く
に
玄
婦
の
拳
加
を
得
て
、
全
国
的
に
す
ふ
め
て
い
る
生
活
運
動
で
、
現
在
県
下
に
は
二
寸
一

糧
、
平
塚
に
は
昨
年
九
月
か
ら
平
塚
中
央
生
時
間
学
設
が
誕
生
、
毎
月
一
回
平
日
の
午
後
、
崇
韓
首
公
民
館
に

繍
設
し
て
い
ま
す
。
こ
と
し
は
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
・
6
0

第 191号く第3種郵便物認可〉沼和42年 2月15S 

;家庭で勉強してきた人に

12月にろう学校でテスト

織内の防犯mま約4000毒事、疫の
まち奇甥る〈照らしています。

でも、ながには、木のしげみに

串えぎられて滅光、効果半減め

ものも綴ています。熊宅島効塁塁が

十分あがるよう、フドの所有餐i立、

教窃')を'c...がけるなピ、ぜひ滋
カしてくだ串い。

土品

を



(7) 昭和 42年 2月1513 

衛生課は平塚保鍵所と協力して、

鰐 2悶自のま王犬病予防注射と犬の登
録受付付貯を巡思します。

防法の規定によるもので、

愛犬芸界線を持参の5ぇ、もよDの会
事語へ…。もし、との日程で受付れな

い方は、保健所か開業獣医郎で必ず

予防注射を。

綴巡霊喜怒重量・

JOJl 3 8 (Jl古〕 中庶子分青年会館
(';) 金目銭音霊堂前
〔後? 中央農協土沢支所
(川 北金自E塾協倉躍前

10月4日明言〕 吉沢d吟量全校
い) 旭公民館
{後) 旭犬抑留所…公所
υ)  Itt!.万沼公民館

10昂5臼(前〉 豊田公民館
(H) 城島公箆館
f後) 金沼公民館
(H) 障害崎公民館

10月6臼〈前*後〉中際公民館
(H) 神国・大神公民館

JO月9日(前〕 東中際公民鑓
(宮古・後〉大野・八申書公民館

(後) 大野・豆電土公民館

10月11日〈曹司。後〉神田公民書官
fけ大野.[8凶主葺公民鰐

10月12日(前@後)花水会費宮
( "ノ コ干臼く公民館

10月13B(前) 海岸町会事務所
(後)夕陽ケ丘あかね公霞

f前・後〉須賀公民宣宮

10月16自〔前) 松原・消防5分回
(後) 松原・君主松公園

(前・後〉潜海窪寺

10月17沼(前)1¥議咲眠7・消防2分団
〈前・後3富士見消防l分団
f鏡)宮の前@消妨3分間

10月J8臼(前〉 南原公民館
〈官官・後〉富士毘公民館

(後) 祭事聾・号耳石町公醤

10月19日〈曹司@後〉大久保公園
( ノノ 〉崇警公民館

JO月20臼(吉宮・後〉平塚保健所
重富時間・吉れま1O~12時、後は13~15
時、前後は1O~15時。潟天実施

(第3種郵便物認可〉 第 191号

27日 !日四之宮公民館

1 7 22 2Z25霊場
i (鋳3酬額臼翠

震覇霊賓諮!思・生後 5 か月~10か月の子
豊富巡蔚臼寝付。

9月19臼 ことE霊d吐き金絞
ノノ 20 思 惑沢小学授
1/ ，~l 日 廊崎公民館

ノノ 22日 城島公民館
ノノ 23日 中原公民館
/1 25臼清原公民館
ノノ 26臼 神田公民館

〔大草野〉

fρ)  

ノノ 27日 索中原公民館 〔大草野〉

1/ 28日 八橋公民館 〔ノノ〉

μ 2吉田 真土公民館 (μ)  

10月 2日 I百四之官公民館(" ) 
ノノ 3日 須禁公民館
/ノ 4自活水公民館

" 5日 富士見公民館
H 6日 松践公民館
ノノ lJ日 崇替公民館
※登回、金目、 7岳、金旺lの各地区
は自月 lJ 呂 ~J4日までの閣に関設
をおわりました。

豊富時間・各会場とも 9時~10時30分

ρ i;E言Z25吉良F公民館 i 交代診療叡でー

208 空芝全主主岨 | 自綴休診日の急患を数5ため、平

駅員7各五五蒜~I時まで!まきで弘子2ZZ2zrtし

…丘三日開Ltilt-ジ } 二 lZ宅WJ:l'l'!-lLJ.V":F-Iln .1 ¥.c-! '--'+ 1-'-+- 鑓欝騒騒(宣告?需主宰;
臼までに生れた認度の入!今月から、員会場で間相談をはじ i務共済蔚防 B~ 倒1950)

顔巡鵬程日〔起因) / ;育児一般0湘談に空すごι。該当; J 

| グ 198 治公民館 吉沢IJ学校 iをもってお近〈の会場へおζ しくだ 童謡倉田病続日.........(21局0551)
、。 霊襲永瀬罪者居老日日 目 (22問。124)

開討議話可詰語;警官jiiS岩機物れ蛾鍾号室ミ(ぎ;liiiE:主主告言語23会選

!;1i!11!11ii;lil!ii;iii!!!1j!i!jj!i 

梅E量テfパート
社会構社写真展示・心配ごと棺談・心理判定〈幸福度予スト〉・チャリチィセ

ール・作品卸売・共間募金と日赤の紹介・様祉施設 1臼見庁長・施設見学・パ

レード(10/1)。サイン会(10/1).社会福祉のつどい(9/30)
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伊
勢
原
熊
道
は
鈴
川
川
の
堤
防
ょ
を

怒
っ
て
い
る
が
、

ζ
の
崎
県
道
か
ら
、

オ
ー
ト
バ
イ
が
、
度
々
水
田
に
転
落

こ
の
た
め
稲
が
鑑
み
込
ま
れ
た
り
援

護
を
受
付
て
い
ま
す
。
転
落
す
る
車

の
ほ
と
ん
ど
が
負
傷
が
軽
い
の
か
、

公
り
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
お
そ
ら

く
、
夜
間
務
い
人
た
ち
が
、
紡
涼
と

ス
ピ
ー
ド
と
ス
リ
ル
を
楽
し
ん
だ
あ

げ
く
、
強
い
カ
1
ブ
ぞ
幽
が
り
切
れ

な
い
で
堤
拐
を
す
べ
り
落
ち
る
の
だ

と
南
部
わ
れ
ま
す
。

ζ
の
カ
プ
に
、
夜
間
は
っ
き
り

わ
か
る
路
間
聞
の
糠
一
笠
宮
つ
く
り
、
減

収
に
つ
な
が
る
ζ
の
よ

5
な
事
故
を

ぜ
ひ
、
な
く
し
て
い
た
だ
宮
た
い
と

思
い
ま
す
。灘間
関
・
佐
野
櫨
院
議
(
摩
擦
)

×
 

ご
指
摘
の
伊
勢
原
県
道

お
察
え
a…
は
も
鈴
川
に
沿
っ
て
カ

ー
ブ
が
多
く
危
険
な
た
め
‘
今
年
度

か
ら
、
カ
l
プ
を
な
ぐ
す
た
め
の
部

分
約
な
誌
編
ヱ
車
也
市
」
行
な
い
ま
す
っ

拡
憾
の
た
め
の
本
年
度
分
ヱ
鐙
は
}

千
三
百
万
円
で
、
議
在
五
1
六
討
の

伊
勢
原
娘
道
を
、
カ
ー
ブ
の
地
点
で

ニ
ム
ニ
灯
担
相
変
ひ
ろ
げ
る
予
定
で
す

こ
の
工
事
は
、
今
年
度
平
塚
よ
り
か

昭和42年 2月 15S 

醒
醐
ベ
ト
ナ
ム
へ
一
一
百
十
六
液

室長が出てくるところがある。

明治21年21才の浪平は続しく
弦斎を訪ね将来自分の進むべき

五割こついて意見をもとめたとζ

ろをま斎は電気工業を専攻すると

ととそ自他を援する最上の滋で

あるととを熱心に説いた。 ζれ

によって主主平の針路は決定した

とし叶つれる。

紹和2年 7月村井弦斎は平塚

海岸O~郊で65:才の生援の幕を閉

じた。その座敷は18，400坪のボ
ー穴なものでむかしは兎や猿な

ども野生していた。

昭和7年浪平は弦斎の所有地
の5ち 5，む00坪¢分識を5付 ζ
とに別荘を新築したD 当時のか

れは株式会社自立製作所の取締

役社長であった。

ζのE日夜に浪平はしばしば遊

び松誌に耳を銀行ながら大目立

のζとの構想を練ったのであ

る。

昭和初年3Jl築主主の本部がア
メリカ控室露のE霊童基で盟主失すると
ただちにとの別荘へ移転したも

ののζζもまた向年7月16日夜

の空襲を受付て焼夷擦の雨の中

て莞あとかたもなく焼亡してしま

った。

ら
ニ
つ
穏
度
の
カ
l
プ
を
な
お
す
の

に
と
ど
ま
り
ま
す
が
、
年
度
宇
治
っ

て
続
け
で
い
く
予
定
で
す
っ
す
で
に

業
者
も
指
定
し
ま
し
た
が
、
ポ
胞
の

高溺普竃軍曹

平塚市八議咲在官の巡洋通り

(おくはとのE置を浜大門と呼ん
Tさ)の東側の垣のなかにミカゲ

石て←ぜきたささやかな碑ヵγFえ
てEある。碑のあたりには門往の

跡などものとっている均%、まは

ー詔の松林で高る。

ζζは株式合主士自立製作所の

創業社長小平波平の別装のあっ

たととろでそれを記念する縛は

浪平と特別親交の深かった高尾

直三郎氏〈本市在住〉が沼和39

却 6J奇態認されたもので鳴る。

小平浪平 0874-1951)は栃
氷原に生まれー高から東京帝霞華

大学簿気ココ学科に学んだ人て主ち

るが少年時代村弁弦斎(1863-
1927)から漢籍の業読を5行そ
れ以来線しく交際をつづ行てい

たそうだ。そんなわけから弦斎

の著作を代表する小説「食道楽

J.こ登場する人物の中に小平一
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